
Ｊ
Ｒ
東
神
奈
川
駅
と
横

浜
駅
の
中
間
に
Ｊ
Ｒ
や
京

急
を
ま
た
ぐ
青
木
橋
が
あ

る
。
そ
の
橋
の
そ
ば
の
高

台
に
「
本
覚
寺
」
が
あ
る
。

一
二
二
六
年
に
創
建
さ
れ

た
が
、
荒
廃
。
一
五
三
二

年
に
再
興
さ
れ
た
と
い
う
。

江
戸
時
代
に
、
こ
の
周

辺
は
神
奈
川
宿
と
し
て
栄

え
た
。
江
戸
時
代
末
期
、

開
国
を
迫
る
各
国
に
対
し
、

徳
川
幕
府
は
神
奈
川
宿
近

辺
の
寺
院
を
領
事
館
に
提

供
。
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
領

事
館
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

通
行
量
の
多
い
神
奈
川
宿

で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

為
、
開
港
場
は
神
奈
川
か

ら
横
浜
に
移
さ
れ
、
領
事

館
も
僅
か
三
年
で
移
動
し

た
。Ｊ

Ｒ
や
京
急
の
線
路
の

向
こ
う
に
幸
ヶ
谷
公
園
が

あ
る
。
今
は
桜
の
名
所
。

元
は
こ
の
寺
か
ら
そ
こ
ま

で
山
が
続
い
て
い
た
が
、

新
橋
横
浜
間
に
鉄
道
が
開

通
す
る
に
際
し
、
開
削
さ

れ
た
と
い
う
。
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曹
洞
宗
青
木
山
本
覺
寺

横
浜
市
神
奈
川
区

二
〇
一
七
年
一
月

ほ

ん

が

く

じ

こ
う
の
史
代
作
の
漫
画

を
ア
ニ
メ
化
し
た
映
画
。

呉
市
吉
浦
生
ま
れ
の
私
は

「
広
島
県
呉
市
が
舞
台
」

に
惹
か
れ
て
見
に
行
っ
た
。

主
人
公
の
す
ず
が
汽
車

で
広
島
か
ら
呉
に
向
か
う
。

ど
ん
な
風
に
途
中
駅
吉
浦

が
描
か
れ
た
か
？
と
期
待

し
た
が
、
飛
ば
さ
れ
た
。

能
年
玲
奈

主
役
の
声
は
「
の
ん=

能
年
玲
奈
」
。
元
所
属
し

て
い
た
レ
プ
ロ
の
圧
力
で

テ
レ
ビ
で
殆
ど
報
じ
ら
れ

て
い
な
い
と
か
。
と
こ
ろ

が
、
キ
ネ
マ
旬
報
で
日
本

映
画
の
一
位
に
選
ば
れ
た
。

戦
争
の
被
害
は
民
衆
に

す
ず
が
結
婚
し
た
の
は

一
九
四
三
年
。
対
米
開
戦

の
二
年
後
。
徐
々
に
敗
色

が
現
れ
る
こ
ろ
。
食
料
の

配
給
も
乏
し
く
な
る
。
嵩

だ
け
が
増
え
る
「
楠
公
飯
」

と
か
雑
草
を
入
れ
た
飯
。

や
が
て
呉
も
爆
撃
さ
れ
、

す
ず
は
一
緒
に
逃
げ
た
姪

を
死
な
せ
、
右
手
を
失
う
。

そ
し
て
広
島
へ
の
原
爆
。

大
き
な
キ
ノ
コ
雲
が
広
島

方
面
に
上
が
っ
た
。
吉
浦

の
祖
父
か
ら
「
朝
顔
の
よ

う
な
大
け
え
雲
が
あ
が
っ

た
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

す
ず
の
夫
の
姉
は
原
爆
症

を
発
症
。
常
に
民
衆
が
被

害
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
。

同
じ
頃
、
中
国
で
は
・
・

日
本
の
民
衆
の
被
害
が

強
調
さ
れ
る
。
戦
争
を
二

度
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
日
本
軍
の
侵
略
に
よ
る

被
害
だ
。
特
に
、
中
国
や

ベ
ト
ナ
ム
で
は
食
料
を
日

本
軍
に
奪
わ
れ
餓
死
者
も

出
て
い
た
。

す
ば
ら
し
い
映
画
だ
が
、

こ
う
い
う
一
面
に
も
思
い

を
馳
せ
て
貰
い
た
い
と
思

う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
？

映画「この世界の片隅に」を見て

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

事
情
に
よ
り
来
週
は
休
み
ま
す


